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西小松川町、東小松川一・二丁目地区 アンケート結果 

 

 

１ アンケート概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■アンケート内容： 

問１．まちの良い点と課題について（Ｐ.2～12） 

・まちの良い点に関する意見 

・まちの課題に関する意見  

・その他自由意見 

※「当てはまると思う」ものすべてに 

回答いただいております。 

 

問２．アンケートに回答していただいた方の属性について（Ｐ.13～15） 

・当地区との関わり 

・お住まいのご住所、お持ちの土地・建物の住所 

・居住、事業などの期間 

・建物の種類（用途、所有状況） 

・家族構成 ※地区内に居住している方のみ 

・年齢 

  

配布範囲 

町丁目界 

■期  間：10 月 18 日（月）～11 月 1 日（月） 

 

■方  法：＜配布＞ポスティング、郵送 

＜回収＞郵送または WEB 

 

■配布票数：3,779 票  

 

■回収票数：736 票  

 

■回 収 率：19.5％ 

 

 

 

西小松川町 

東小松川 
一丁目 

東小松川 
二丁目 
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２ アンケート結果 
 

問１．まちの良い点と課題について 

 

 

【まちの良い点に関する意見】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

526(71.5%)

452(61.4%)

425(57.7%)

383(52.0%)

368(50.0%)

313(42.5%)

225(30.6%)

120(16.3%)

95(12.9%)

32(4.3%)

65(8.8%)

0 100 200 300 400 500

親水公園は地域の憩いの場として定着してお

り、子供からお年寄りまで高い利用頻度で…

水やみどりを身近に感じる住環境が形成され

ている。

地形が平坦で移動しやすく、落ち着いた住み

やすい住宅地が形成されている。

船堀街道は歩道と車道の間の段差が小さくな

り、自転車通行帯も設置され、歩行者や自…

高齢化は進行しているが、新築物件には若い

世帯が移り住み、多様な世帯・世代が暮ら…

顔なじみの住民が暮らし続けており、良好な

コミュニティが形成されている。

点在する寺社仏閣、かつての都電ルートと

いった豊富な歴史の積み重ねを、まちづく…

一時的な避難所としての協定を福祉施設と区

が結んでいる

毎年11月に合同訓練を開催しており、高い防

災意識が定着している。

協議会による１～9までの意見に対して、特に

当てはまるものはない。

その他

親水公園は地域の憩いの場として定着し、 

子供からお年寄りまで高い利用頻度である。 

地形が平坦で移動しやすく、落ち着いた 

住みやすい住宅地が形成されている。 

水やみどりを身近に感じる住環境が 

形成されている。 

船堀街道は歩車道の段差の縮小や自転車 

通行帯設置など通行環境が改善された。 

高齢化しているが、若い世帯が移り住み 

多様な世帯・世代が暮らすまちである。 

顔なじみの住民が暮らし続けており 

良好なコミュニティが形成されている。 

寺社仏閣、都電ルートなど豊富な歴史を 

まちづくりに活かすことが望まれる。 

一時的な避難所としての協定を 

福祉施設と区が結んでいる。 

毎年 11 月に合同訓練を開催しており、 

高い防災意識が定着している。 

特に当てはまるものはない。 

その他 

回答人数（構成比） 
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【まちの課題に関する意見（居住環境・活性化）】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

520(70.7%)

481(65.4%)

358(48.6%)

329(44.7%)

297(40.4%)

222(30.2%)

165(22.4%)

76(10.3%)

66(9.0%)

24(3.3%)

70(9.5%)

0 100 200 300 400 500

かつては店舗が建ち並んでいた今井街道の商

店街が、シャッター通りとなっている。

場所によっては土地が細分化しており、建物

の密集や老朽化が見られる。

日常の買い物は対象地区外に依存しており、

身近な場所での店舗が不足している。

場所によっては空き家が点在している。高齢

化により空き家がさらに増える懸念がある。

通信販売等により買い物が便利になったぶ

ん、商店街が成立しづらい状況である。

地域の特産品販売等を通じた雇用の創出や、

交流機会の場が不足している。

店舗前のゴミ捨て場、たばこの吸い殻、住宅

地の樹木・落ち葉などの管理が不十分であ…

突出した高さ、派手な色使いなど街並みを阻

害する建物等が建てられる可能性がある。

ワンルームマンションや娯楽施設など、住環

境を阻害する建物が立地する可能性がある。

協議会による１～9までの意見に対して、特に

当てはまるものはない。

その他

場所によっては土地が細分化しており、 

建物の密集や老朽化が見られる。 

ワンルームマンションや娯楽施設など、住環境を 

阻害する建物が立地する可能性がある。 

店舗が建ち並んでいた今井街道の商店街が 

シャッター通りとなっている。 

日常の買い物は対象地区外に依存し 

身近な場所での店舗が不足している。 

空き家が点在し、高齢化により 

空き家がさらに増える懸念がある。 

通信販売等により買い物が便利になり 

商店街が成立しづらい状況である。 

突出した高さ、派手な色使いなど街並みを 

阻害する建物等が建てられる可能性がある。 

地域の特産品販売等を通じた雇用の創出や、

交流機会の場が不足している。 

店舗前のゴミ捨て場、たばこの吸い殻、住宅地の 

樹木・落ち葉などの管理が不十分である。 

特に当てはまるものはない。 

その他 

回答人数（構成比） 
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【まちの課題に関する意見（防犯・コミュニティ）】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

297(40.4%)

210(28.5%)

202(27.4%)

125(17.0%)

115(15.6%)

147(20.0%)

82(11.1%)

0 50 100 150 200 250 300

若い人が住み始めているが日中は外出してお

り、町会等への参加が少ない状況である。

防犯カメラの設置のみでは行き届かない、空

き巣や見知らぬ人の声かけが発生している。

お祭りで設営するやぐらなど、地域を運営す

るノウハウの世代継承が課題である。

町会やコミュニティなどの活動に使える屋外

のスペースが少ない。

消防団の倉庫や資材置き場の土地をお寺から

無償で借りているが、活動を行うための場所

についても確保が必要である。

協議会による１～5までの意見に対して、特に

当てはまるものはない

その他

特に当てはまるものはない。 

防犯カメラの設置のみでは行き届かない 

空き巣や見知らぬ人の声かけが発生している。 

 

若い人が住み始めているが日中は外出しており 

町会等への参加が少ない状況である。 

 

お祭りで設営するやぐらなど、地域を運営 

するノウハウの世代継承が課題である。 

消防団の倉庫や資材置き場の土地をお寺から無償で借りて 

いるが、活動を行うための場所も確保が必要である。 

町会やコミュニティなどの活動に使える 

屋外のスペースが少ない。 

その他 

回答人数（構成比） 
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【まちの課題に関する意見（地震・火災）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

487(66.2%)

315(42.8%)

309(42.0%)

306(41.6%)

253(34.4%)

219(29.8%)

193(26.2%)

54(7.3%)

43(5.8%)

0 100 200 300 400 500

消防車の進入がしにくく消火活動が困難な区

域（活動困難区域）が存在している。

防火性能が相対的に低い建物棟数が対象地区

のほぼ 3／4を占めるため、大規模地震時や

強風時に延焼の恐れがある。

幅員４ｍ未満の道路延長が対象地区の３割以

上を占めるほか、道路に十分面さない敷地も

点在し、建て替えが進まない恐れがある。

昭和56年以前に建てられた建物棟数が対象地

区の3割近くを占め、これらは大規模地震時に

倒壊の恐れがある。

ブロック塀等の倒壊やエアコン室外機・袖看

板等の落下の危険性がある。

京葉道路や船堀街道などへ通じる避難路が不

足している。

災害時に消火活動の水源となる防火水槽など

が特に東小松川二丁目で不足している。

協議会による１～7までの意見に対して、特に

当てはまるものはない。

その他

消防車の進入がしにくく消火活動が困難な 

区域（活動困難区域）が存在している。 

 

幅員４ｍ未満の道路や道路に十分面さない 

敷地が多く、建替えが進まない恐れがある。 

 

昭和 56 年以前に建てられた建物棟数が 3 割近くを 

占め、これらは大規模地震時に倒壊の恐れがある。 

防火性能が相対的に低い建物棟数約 3／4 を占める 

ため、大規模地震時や強風時に延焼の恐れがある。 

ブロック塀等の倒壊やエアコン室外機・ 

袖看板等の落下の危険性がある。 

京葉道路や船堀街道などへ通じる 

避難路が不足している。 

災害時に消火活動の水源となる防火水槽 

などが特に東小松川二丁目で不足している。 

特に当てはまるものはない。 

その他 

回答人数（構成比） 
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【まちの課題に関する意見（水害・避難活動）】 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

443(60.2%)

399(54.2%)

395(53.7%)

392(53.3%)

374(50.8%)

362(49.2%)

322(43.8%)

33(4.5%)

80(10.9%)

0 100 200 300 400

避難所の収容力の確保が必要である。

公的な建物や構造物への避難を可能とする仕

組みづくりが必要である。

決壊や越水を防ぐ堤防の構築が必要である。

集中豪雨時における浸水発生などの抑制が必

要である（京葉道路アンダーパスの冠水。首

都高橋脚からの落下水など）。

避難の際、幼児やお年寄りの安全な移送の確

保や、外国人居住者が逃げ遅れないための対

応策の確立が必要である。

災害時の的確な情報伝達が必要であるが、防

災無線が聞こえにくい。

浸水時に近隣の３階建て住宅やマンション等

への避難を受け入れるコミュニティが醸成さ

れているが、まだ多くはない。

協議会による１～7までの意見に対して、特に

当てはまるものはない。

その他

特に当てはまるものはない。 

集中豪雨時における浸水発生などの 

抑制が必要である。 

決壊や越水を防ぐ堤防の構築が 

必要である。 

避難所の収容力の確保が必要である。 

公的な建物や構造物への避難を可能とする

仕組みづくりが必要である。 

避難の際、幼児やお年寄りの安全な移送の確保や、

外国人居住者への対応策の確立が必要である。 

災害時の的確な情報伝達が必要であるが、 

防災無線が聞こえにくい。 

浸水時に近隣の３階建て住宅やマンション等への避難を 

受け入れるコミュニティはあるがまだ多くはない。 

その他 

回答人数（構成比） 

 



7 

 

【まちの課題に関する意見（道路）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

472(64.1%)

359(48.8%)

226(30.7%)

211(30.0%)

214(29.1%)

186(25.3%)

54(7.3%)

59(8%)

0 100 200 300 400 500

幅員4ｍ未満の道路が多く、救急車等の緊急車

両が進入しにくい。一方通行の指定が少なく

すれ違いが困難な区間がある。

電柱があることで道路本来の幅での通行がで

きず、道路が拡幅されても効果が低い。

道路に植木や看板などが置かれることによ

り、日常的な通行障害に加え、緊急車両等の

通行にも支障を及ぼす恐れがある。

延長の長い行き止まり道路に自動車が誤進入

する。災害時に塞がる可能性もある。

京葉道路や堤防道路などと有効に接続する道

路網が少ない。

小松川境川親水公園（以下、親水公園）沿い

の道路に歩道が未設置の区間がある。

協議会による１～6までの意見に対して、特に

当てはまるものはない。

その他

特に当てはまるものはない。 

幅員 4ｍ未満の道路が多く、救急車等の緊急

車両の進入やすれ違いが困難な区間がある。 

電柱があることで道路本来の幅での通行が 

できず、道路が拡幅されても効果が低い。 

京葉道路や堤防道路などと 

有効に接続する道路網が少ない。 

道路に植木や看板などが置かれることにより通行障害や 

緊急車両等の通行にも支障を及ぼす恐れがある。 

延長の長い行き止まり道路に自動車が 

誤進入する。災害時に塞がる可能性もある。 

小松川境川親水公園（以下、親水公園） 

沿いの道路に歩道が未設置の区間がある。 

その他 

回答人数（構成比） 

 



8 

 

【まちの課題に関する意見（交通）】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

383(52.0%)

252(34.2%)

249(33.8%)

227(30.8%)

206(28.0%)

188(25.5%)

177(24.0%)

174(23.6%)

160(21.7%)

44(6.0%)

77(10.5%)

0 100 200 300 400

船堀街道の歩道で自転車と歩行者が錯綜す

る。自転車通行帯は設置されたが、路上駐…

住宅地内に自動車で入りにくい道路の狭さ

が、移動の不便さに繋がっている。

主に京葉交差点バス停利用者と思われる路上

駐輪が、特に京葉交差点南側の船堀街道歩…

源法寺付近における歩行者（幼稚園児）と自

動車の錯綜が危険である。

堤防道路から住宅地側へ入る道を自転車が勢

いよく降りてくるため危険である。

親水公園沿いの道には相互通行の区間と一方

通行の区間があり、一方通行を逆走する車…

東小松川一丁目では、京葉交差点の渋滞を避

ける自動車が住宅地内に流入する。

源法寺東側の区道は北方向への一方通行であ

るが、標識が不足しており、逆走する車が…

ごみの収集日などに、通行しにくくなる歩道

がある。

協議会による１～9までの意見に対して、特に

当てはまるものはない。

その他

特に当てはまるものはない。 

船堀街道に自転車通行帯はあるが、路上駐車を 

避ける自転車が歩道を通行するため歩行者と錯綜する。 

 

源法寺付近における歩行者（幼稚園児）と 

自動車の錯綜が危険である。 

住宅地内に自動車で入りにくい道路の 

狭さが移動の不便さに繋がっている。 

主に京葉交差点バス停利用者と思われる路上駐輪が、

特に京葉交差点南側の船堀街道歩道で顕著である。 

東小松川一丁目では、京葉交差点の渋滞を 

避ける自動車が住宅地内に流入する。 

堤防道路から住宅地側へ入る道を自転車が 

勢いよく降りてくるため危険である。 

親水公園沿いの道には相互通行の区間と一方通行の 

区間があり、一方通行を逆走する車がある。 

源法寺東側の区道は北方向への一方通行であるが 

標識が不足しており、逆走する車があり危険である。 

ごみの収集日などに、 

通行しにくくなる歩道がある。 

その他 

回答人数（構成比） 
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【まちの課題に関する意見（みどり・公園）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

382(51.9%)

263(35.7%)

229(31.1%)

210(28.5%)

191(26.0%)

173(23.5%)

168(22.8%)

59(8.0%)

68(9.2%)

79(10.7%)

0 100 200 300 400

親水公園は見通しが悪く、防犯カメラも設置

されていないため犯罪被害が懸念される。

昔は、荒川や中川は釣りや泳ぐなどの水遊び

の場であった。現在は、コンクリート堤防や

川の汚染で身近なものではなくなった。

公園の利用状況が偏在している。（子供がよ

く遊ぶ公園・遊ばない公園等）

親水公園内の成長した樹木が鬱蒼としてお

り、管理が課題である。

公園内の遊具や樹木の適切な管理が課題であ

る。

公園は程良く分布しているが、特に首都高以

南の西小松川町に公園や児童遊園が少ない。

東小松川一丁目広場、西小松川児童遊園のよ

うに、アクセスしにくい公園がある。

今井街道の街路樹の落ち葉対策が課題であ

る。

協議会による１～8までの意見に対して、特に

当てはまるものはない。

その他

特に当てはまるものはない。 

親水公園は見通しが悪く、防犯カメラも 

設置されていないため犯罪被害が懸念される。 

公園の利用状況が偏在している。 

（子供がよく遊ぶ公園・遊ばない公園等） 

公園は程良く分布しているが、特に首都高以南の

西小松川町に公園や児童遊園が少ない。 

東小松川一丁目広場、西小松川児童遊園の 

ように、アクセスしにくい公園がある。 

公園内の遊具や樹木の適切な 

管理が課題である。 

荒川や中川は水遊びの場であったがコンクリート 

堤防や川の汚染で身近なものではなくなった。 

親水公園内の成長した樹木が 

鬱蒼としており、管理が課題である。 

今井街道の街路樹の 

落ち葉対策が課題である。 

その他 

回答人数（構成比） 
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その他主な自由意見 

 

 

まちの良い点 

・交通の便（首都高入口、幹線道路、バスなど）が良い。 

・高い建物が無く、空が広く見える。 

・高速道路下の活用（無料駐輪場、公園）が良い。 

・公園がボランティアや熟年人材の方により、清潔に保たれている。 

・親水公園はきれいで子カモや野鳥が増えて良くなった。子供たちも楽しみにしている。 

居住環境・活性化 

・老朽化し、不法投棄の場となっている家や空き地がある。 

・商店街を活性化させることが必要である。 

・薬局やホームセンター、コンビニが近くにない。 

・子ども連れやお年寄りが気軽にお茶や会話を楽しめる居場所があると良い。 

防犯・コミュニティ 

・防犯カメラはもっと増やしてほしい。 

・街灯が増えてほしい。 

・新しくまちに越してきた人たちと接点がなく、素性を知らない人が増えたと感じる。 

・町会がどのような活動をしているかわからない。もっと活動内容をわかりやすく紹介して、 

魅力を発信し、継承していく必要がある。 

・若い人や子育て世代向けのイベントが少ない。催し物の情報が入ってこない。 

・一部のマナーの悪い飼い主のペットや、野生動物への餌付けにより衛生が損なわれている。 

・深夜の公園で騒いだり、ポイ捨てをする人がいる。 

・ゴミ出しのルール違反がある。 

複数人の類似意見を抽出しました。なお、個々の表記には意訳を加えています。 
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地震・火災 

・道路が狭く、電柱や家のセットバックを進めていく必要がある。 

・古い建物が多い場所は火災が心配なので、建替え等整備を進める必要がある。 

水害・避難活動 

・海抜 0ｍ地帯なので、水害が不安である。 

・大水害の際に区外へ避難することは困難である。対応を考えてほしい。 

・ハード面だけでなく、ソフト面も考える必要がある。災害時にコミュニケーションがとれる

体制づくりが必要。 

・3 階以上の高層ビルをもっと建ててほしい。 

・避難の情報についてもっと詳しく教えてほしい。また、周知する必要がある。 

・以前の台風の際に、避難したところで断られた話を聞いたため心配である。 

・町の中に０ｍ地点や想定水深、大地震が来た場合の想定動画などを表示すると意識が高まる

のではないか。 

道路 

・見通しの悪い交差点、見えにくい標識がある。カーブミラーをつける等、わかりやすくして  

ほしい。 

・狭い路地で路上駐車や道路占有している場所がある。 

・親水公園沿いの道幅を広くすると便利になると思う。 

・歩道等がデコボコで歩きづらい。 

・道路が迷路のように複雑である。 

交通 

・設問以外の場所でも自転車の飛び出し、スピードが速い、法令無視など危険なことが多い。 

ルールを徹底してほしい。 

・自転車と歩行者を分けてほしい。 

・途中の脇道から侵入することや標識の位置が高い事により、設問以外の場所でも誤って   

逆走する車がある。 
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みどり・公園 

・公園は多いが、災害時に必要となるマンホールトイレや防火水槽などの整備を行ってほしい。 

・公園の防犯対策（防犯カメラ、街灯の明るさ）は大切である。 

・子供が遊ばない公園は遊具に魅力がない公園である。使われるように整備をしてほしい。 

・親水公園は水底まできちんと清掃する必要がある。 

その他 

・衣食住に困らないまちづくり、犯罪や災害に強いまちづくり、子どもからお年寄りまで   

住みやすいまちづくりが必要である。 

・交通や防犯、災害、利便性、コミュニティ等、心配な所が多い。まちの良いところは残しつつ、

環境改善をどんどんしてほしい。 
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問２．アンケートに回答していただいた方の属性 

 

【居住地】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お住まいの住所またはお持ちの土地・建物の住所】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

73(90.1%)

8(9.9%)

地区内に居住している

地区外に居住し、地区内に土地・建物を所有している

620(84.2%)

94(12.8%)

22(3.0%)

地区内に居住している

地区外に居住し、地区内に土地・建物を所有している

未回答・複数回答

274(37.2%)

161(21.9%)

274(37.2%)

27(3.7%)

0 50 100 150 200 250 300

西小松川町

東小松川一丁目

東小松川二丁目

未回答・複数回答
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【居住、事業などの期間】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【建物の種類】 

■用途                   ■所有状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他の主な記載                 その他の主な記載  

 

 

・特別養護老人ホーム               ・家族所有 

・介護施設                     

・更地                       

・事務所と倉庫                   

 

464(63.0%)

191(26.0%)

33(4.5%)

3(0.4%)

4(0.5%)

10(1.4%)

31(4.2%)

0 200 400

戸建て住宅

集合住宅

住商複合建物

商業専用建物

工場・倉庫

その他

未回答・複数回答

565(76.8%)

117(15.9%)

17(2.3%)

37(5.0%)

0 200 400

自己所有

賃貸・テナント

その他

未回答・複数回答

19(2.6%)

84(11.4%)

74(10.1%)

130(17.7%)

403(54.8%)

26(3.5%)

0 100 200 300 400

１年未満

１年以上５年未満

５年以上１０年未満

１０年以上２０年未満

２０年以上

未回答

戸建て住宅 

集合住宅 

住商複合建物 

商業専用建物 

工場・倉庫 

その他 

自己所有 

賃貸・ 
テナント 

その他 

未回答・複数回答 

未回答・複数回答 
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【家族構成】 

※地区内に居住している方のみ回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他の主な記載  

・兄弟姉妹 ・4 世帯 ・夫婦と兄弟 ・知人と同居 

 

 

 

【年齢】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1(0.1%)

17(2.3%)

64(8.7%)

100(13.6%)

146(19.8%)

137(18.6%)

173(23.5%)

81(11.0%)

17(2.3%)

0 50 100 150

１９歳以下

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

８０歳以上

未回答・複数回答

112(18.1%)

151(24.4%)

288(46.5%)

38(6.1%)

21(3.4%)

10(1.6%)

0 100 200 300

単身

夫婦のみ

親と子（2世帯）

親と子と孫（3世帯）

その他

未回答・複数回答


